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被　　服

女子短大生にみる人と服とのコ―ディネート

　　　　　　　　　　　　　○大妻女大A間生活科研　布施谷節子

　　　　　大妻女大短大　高部啓子　　東横学園女短大　有馬澄子

目的：　情報化社会と言われる今日，マスコミの影響もあり，人々のファッションに対す

る関心や痩せ志向（ダイエット志向）が今までになく強いように思われる。本研究ではマ

スメディアの影響を強く受けていると思われる女子短大生を対象とし，かれらが自分のか

らだつきをどのようにmmし，それを既製服の選択購入にあたり，どの程度考慮している

か，また実際の身体計測値と自分のからだつきに対する思い込みとのギャップがどの程度

かを明らかにすることを目的にした。

方法：　都内の女子短大生約SOO名を対象として，身体11項目の計測とアンケート調

査を実施した。アンケートでは，自己のからだつき評価16項目，着用したいブラウス・

スカートのデザイン19種並びにそれらの素材・色・柄・テクスチャーを調査した。これ

らの資料を単純集計，クロス集計，因子分析により解析した。

結果:（1）女子短大生は，自己のからだっきにマイナスイメージの評価を下す傾向が見

られる。ことに腰部・大腿部・下腿部の太さに対して非常に強いコンプレックスを持って

いる。（2）着mしたいと思うブラウスでは，からだつきを考慮すると言うよりは，服のデ

ザインに集中するという傾向が見られるが，スカートでは，からだつきを考慮している。

（3）因子分析の結果から，自分が太っていると認識している者は，特にウェスト，ヒップ，

大腿部が太いからだと考えている。しかし実際にはバストやネックの周径測定値も大きい。

　　　５月23日（日）Ｇ会場　午前9 : 30～12 : 00

2Ga-l 側面写真からみた中高年女子体型の特徴

　　　　大妻女大家政　松山容子　　○大妻女大短大

　　大妻女大人間生活科研　植竹桃子　大妻女大家政

高部啓子

本間祥子

目的：　高齢化社会へと急速に進みつつある今日，中高年を対象とした衣服の需要はます

ます増えるものと思われる。中高年のからだつきは. 長い間の生活習慣や筋の衰え，皮下

脂肪の沈着など経年変化を経て，若年とは異なるが，衣服の適合性を向上させるための科

学的形状データは未だ十分に蓄積されているとは言えない。本研究では中高年女子を対象

とした衣服裁断用ダミイ設計の基礎資料を得ることを目的とし，身体側面シルエ･■/トを若

年女子との比較において解析し，中高年女子体型の特徴を明らかにした。

方法：　資料は, 1986～87年に撮影及び計測を実施したM～66歳女子63例, 1983～86年撮

影・計測の20～30歳女子65例の側面単写真，身体計測値，超音波法による皮下脂肪厚測定

値である。写真撮影は生体学的手法に基づき, 105m望遠レンズを用い，被写体との距離

を10mとした。写真上の計測点の座標値をデジタイザ一入力し，解析した。

結果：　中高年女子の平均的側面シルエットを若年女子のそれと比較すると, 次のことが

明かとなった。①耳珠点を通る垂線を基準とする各計測点の水平距離は，後側では若年と

の差は小さいが，前側では乳頭点と恥骨点の間で中高年が顕著に大きい。

②乳頭点，腹部最凸点，背部最凸点，殿部最凸点は中高年で相対的に低い位置を示す。

③中高年では若年に比べて胸椎部の後弩が強く，腰椎部の前弩が弱く，前肩体型の傾向が

認められる。
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